
令和８年度第１回鹿児島市病院事業経営計画策定推進委員会 

（８月４日開催）における委員の主な意見について 

 

 

 

１.  鹿児島市立病院は高度医療や救急医療を担いながらも優秀な病院であると感じるが、 

病床稼働率には改善の余地があり、90％以上の確保が重要である。 

 

２.  逆紹介率が年々低くなっている。地域医療を担っている医療機関の立場からすると、 

市立病院には逆紹介率を高めていただきたい。 

 

３.  クリニカルパスの適用率が低いのではないか。適用率を高めることで診療及び経営 

効率をより良くできるのではないか。 

 

４.  土曜日において、患者及び患者家族への薬剤指導や栄養管理指導などを強化 

することで、退院支援の強化につながるのではないか。 

 

５.  差額ベッド代については、病院経営の安定化にも資することから、適正な算定がより 

一層推進されるよう取組むべきである。 

 

６.  当委員会において経営計画に関する全体的な内容だけでなく、当院の各施策などの

具体的な事項について諮問してはどうか。 


